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淡水産 Euplotes　woedruffi （繊毛虫）の 自家生殖

と接合に つ い て

小阪敏和 （広島大 ・理 ・動）

Autogamy 　and 　conjugation 　in　the 　clones 　of　stock

HR −30f 　fresh−water 　Euplotes　w σ od 厂uX アi （Ciliata）

TOSHIKAzU 　 KOSAKA

　淡水産 の 特定株 は 白家生殖 （自殖） と接合 の 両能

力 を 備え る。株 間 の 接 合 及 び 接合 完 了 ク ロ ン の 特 徴

に つ い て は す で に 報告した 。 今回 は ，株HR −3か ら無

作為 に 単離 され た 5 自殖完了 ク ロ ン （A ，B，C，　D ，E ）

で 調 べ られ た 自殖 と接合 の 特徴 に つ い て 報告す る 。

ク 卩 ン ，A
，
　 B，　 C ，　 D ，　 E は そ れ ぞれ 自殖 に よ り，

72，74，78，80，84％ の 生存率 を 示す。生存 した す べ て

の 自殖完了 ク P ン は 55−71 回分裂 の 自殖 間 期 を持

つ 。 接合 は ，飢餓条件下 で ， 高頻度 に 自殖 を 行 な う

状態 に あ る 2 ク ロ ン が 混 合 され た 時 に ，低 率 （10％

以下） で 生 じる。残 りの 細胞 は 自殖 を 行 な う。 5 ク

卩 ン の い ずれ も，他 の 4 ク ロ ン と ， 相 補的 に 接合す

る 。 ク 卩 ン 内の 接台 は 観察 され な い。 5 ク ロ ン 間 の

10組 の 交配，AxB ，　 AxC ，　 AxD ，　 A × E，B × C，

BxD ，　 B × E，　 CxD ，　 CxE ，　 DxE ，の 接合完 了体

（計500完了体） の 生 存率は そ れ ぞ れ，4，8，12，14，

18，12，6，6，　10，16％ で あ る 。 生 存 した 計 53 の 接合完

了 体 ク 卩 ン の うち 49は ，自殖間期 が な く，低 い 生存

率 （50％ 以下） で 連続的 に 自殖を く り返す が，F
，ま

で に は すべ て 死 亡 す る 。 こ の よ うに ，同
一

株内の ク

ロ ン 聞 の 接合は ，株間 の 接合の 結果 と同 様 で ，完了

体 は 低 い 生存率 し か 示 さず ， 生き残 っ た 完了体 の 子

孫 は ，そ の 後の 自殖 に よ っ て も接合 に 起因す る と考

え られ る異 常 （自殖 問 期 が な い こ と，低 い 生存率）

を 回 復で きず ， や が て は 死 ぬ 運命に あ る 。 残 りの 4

ク ロ ン の うち 2 は ，自殖 を 行 な うこ とな しに ，7 と

16 回 で 死亡 し，他 の 2 は 51 と60回 の 自殖 問 期 を 示

す 。 後者 の 自殖完了 ク 卩 ン （F2｝は 52−73 回 の 問期を

持 っ e こ れ は，接合時に cytogamy が 生 じた こ と を

示 唆す る。

EUptotes 　 woodruffi （繊毛虫）の 自家生 殖 と行動

村 上 貴望 （広島大
・
理

・
動物）

Behav五〇 r　 and 　autogamy 　in　Euptotes　woodruffi

（Cillata）

TAKAMOcHI 　 MURAKAMI

　 自家生殖 （自殖） に は い る 細胞 は ，核 や 表層 の 変

化 に 先行 して特異 な 行動 を示 す こ とが 明 らか とな っ

た 。 通常 の 細胞 の運動に は 匍匐前進 （FC）， 匍萄後進

（BC ）　， 不 連続方向変換 （T），停止（St），遊泳 〈S＞が 区

別 され る 。 自殖誘導後 3 時 間 の 細胞 で は ふ くれた 小

核が み られ，5 時間 で は 小核の 減数前分裂 と囲 口 部

後半 の 消失 が 始 まる。今回 は ，自殖 の 誘導開始 か ら

30分お きに 5 秒間 の 行 動軌跡写真 を 撮 り，そ れ らの

行動 を 比較 した 。 誘導後 1 時間まで の 細胞 で は ，持

続時間の 長 い FC が み られ，　 BC ・T ・St頻度 が 1．2−

1．7回／5 秒 で 低 い た め ，細胞の 行動範囲 は 広 く て 15

00μrn ／S　9’で あ る 。 誘導後1．5時間 の 細胞 か ら BC ・T
・Stの 頻度が 急増 し始 め ，2．5時 間 の 細 胞 で は 3，6回

／5秒 に も達す る 。
FC の 持続時間 が短 く，行動範囲

は 500Ptm／5秒 に ま で 狭 くな り，ぎく し？ く した 行動

で あ る。こ の 時 期 に は ，自殖 の 核，表 層 の 変化 は 起

こ っ て い な い
。

4．5時間 の 細胞 は さらに 狭 い 範 囲内

く250−300μm ）で 行動 し．持続時間の 短い FC ・BC を

繰 り返 す。こ れ は こ の 時 期 に 特 徴 的 な 行 動 で あ る が

長 続 き しな い 。小核 の 減数 前 分裂 ， 囲 口 部後半 の 消

失が始 ま る と，少 し長 い BC が観察さ れ，　 BC ・T ・

Stの 頻 度 は 急 減 し1，5−2．O回 ／5 秒 に なる 。 さ ら に 自

殖過程 が 進むと，静止 して い る細胞が多 くな る。自

殖 に 関連す る 特異 な 行動変化 と 自殖完了系 に お け る

自殖能 の 発現との 関係を調 べ た 。 若い 白殖完了系 の

細 胞 で は 誘導を か け て も， 行動 に 変化 は み られ ず ，

BC ・T ・Stの 頻度十tO．7−1．7回〆5 秒 で 低 い 。そ の

後自殖完了系が 加 齢 を増す の に 比 例 して こ れ ら の 頻

度 が 上昇 し ， 自殖誘導 に お い て 特異 な行動 が 現わ れ

る よ うに な る。こ の よ 5 な細胞が自殖 に は い る こ と

が で きる 。
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